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2. 4 HDP-69BCH (B) 型の 4 つの安全機能について

2. 2 項の使用済燃料の収納条件を踏まえ、 HDP-69BCH (B) 型の各解析条件の概要を表

2. 4-1 に、 4 つの安全機能評価の設置方法による代表性を表 2. 4-2 及び表 2. 4-3 に示す。

本項では兼用キャスクの通常貯蔵時＊］ のうち、 HDP-69BCH (B) 型が静置されている状態

における4つの安全機能について説明する。

HDP-69BCH (B) 型は、使用済燃料腔藍生に、4 つの安全機能（臨界防止、遮蔽機能、除熱

機能、閉じ込め機能）宝確保できる設計とする。なお、 HDP-69BCH (B) 型の収納位置条件、

配置条件に適合することが確認された使用済燃料生」IDP-69BCH (B) 型へ収納する。

4 つの安全機能評価のうち、 臨界防止機能及び遮蔽機能については、 表 2. 4-3 に示す

ように、たて置きでトラニオンを固定する（兼用キャスクを基礎等に固定する）設置方

法が 他の2つの設牟方法（よこ平きでトラニオンを固定する設年方法及び緩衝体等を

‘ 着する設平方法（よこ叩き））の評価条件を包＾することから、 たて 4 きでトラニオン

を固定する設置方法での評価結果を代表として別添l、2に示す。 除熱機能については、

トラニオンを 定する設乎方法の場合 たて きがよこ きの評価を包＾するため た

て年きの評価結果の例を別添 3 に示す また、 緩衝体等を＂ 着する設 方法の場合、 別

途個別に評価結果の例を示す。 一方、 閉じ込め機能については、 トラニオンを固定する

設 方法の場合、除熱 能の評価結果から、 たて きがよこ きの評 条件を包＾する

ことから、 たて平きでの評価結果を代表として別添4に示す 緩衝体等を着する設

方法の場合については、 除熱 能の評価結果と併せて個別に評価結果の例を示す

なお HDP-69BCH (B) 型は 使用: 燃料貯蔵施設に係る特定容器等の設計の型式証明を

＃けた評価基準 評 方法 評価条件を適用しており 4つの 全機能評価に 規性

新知見はない。 また、 同 一の設計である 110圧69BCH 型は、 核燃料 j送物設計承認を受け

ており、 外逓搬規則の技術上の基準を満足することの評価には HDP-69BCH 型の核燃料

輸送物設計承認での評価結果を用いる場合がある

注記*l: 発電所敷地内において兼用キャスクを通常に取り扱い、 又は静置している状態

をいう。
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図 2. 5. 2-1 中性子遮蔽材の中性子照射の影響 (J,J)

（加熱条件：開放系、 照射試験条件：開放系）

（文献記載の試験データを再構成したもの）

試験条件：（ガンマ線照射最） 5. 6X 101 Gy、（加熱） 140℃ X500h 
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2. 6. 2 上部トラニオンのに作用する応力の計算式

a. 上部トラニオンに作用する荷重

垂直吊上時に上部トラニオンに作用する荷重 F m (N) は、 次式で計算する。

m ·G 
F = ' ' 

m n 

ここで、

G2 = 1.3• G 

F m : 上部トラニオン 1 個に作用する荷重 (N)

n : トラニオンの数=2 個

m, : 吊上時における HDP-69B直 (B) 型の質量=l. 20旦Xl05 kg 

G2 : 鉛直方向加速度(misり

G : 重力加速度=9. 80665 m/s2 

したがって、

F m = l.20§.Xl05Xl.3X9.80665/2 

= 7.6!l,Xl05 N 

b. 上部トラニオンに発生する曲げ応力

図 2. 6. 1-2 に示す上部トラニオンの断面①～③に発生する曲げ応力cr h (MPa) は、 次

式で計算する。

M·C 
(J = 

b I 

M = F ·X 
m 

ここで、

M : 曲げモ ー メント (N·mm)

応 ：前記a. 項と同様

X : モ ー メントア ー ム (mm)

C : 中立軸からの距離 (mm)

［ ：断面二次モ ー メント (mm")

ここに、

冗 4 4 
I=ー ・ (d - d

64 0 i ）

d 。 ：トラニオン外径 (mm)

d' : トラニオン内径 (mm)
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